
国
民
の
利
便
向
上
を
図
る
た
め
の
郵
政
事
業
の
推
進
に
関
す
る
決
議

平
成
十
九
年
十
一
月
二
十
二
日

参

議

院

総

務

委

員

会

日
本
郵
政
公
社
平
成
十
七
年
度
及
び
平
成
十
八
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
郵
政
三
事
業
と
も
連
続
の
黒
字
を
確
保
し
、
中
期
経
営
目
標

の
利
益
水
準
を
達
成
し
た
が
、
平
成
十
八
年
度
の
純
利
益
は
前
年
度
に
比
べ
減
少
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
去
る
十
月
一
日
、
郵
政
事
業
が
民
営
化
さ
れ
た
。
政
府
は
、
国
会
に
お
け
る
審
議
や
本
院
の
附
帯
決
議

の
内
容
を
十
分
に
踏
ま
え
、
国
民
の
利
便
の
向
上
及
び
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
国
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
国
民
共
有
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
郵
便
局
の
現
行
の
設
置
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。
ま
た
、
簡
易
郵
便
局
の
一
時
閉
鎖
、
集
配
局
の
再
編
等
に
よ
り
、
万
が

一
に
も
国
民
の
利
便
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
万
全
を
期
す
こ
と
。

二
、
郵
便
業
務
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
や
競
争
の
激
化
等
に
よ
り
収
益
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
中
、
健
全
な
経
営
が
確
保
さ

れ
、
経
営
体
質
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
多
様
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
へ
の
利
益
実
現
に
つ
な
が
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
、
銀
行
業
務
及
び
生
命
保
険
業
務
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
金
融
機
関
と
し
て
財
務
基
盤
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
職
員
の

専
門
知
識
の
向
上
に
努
め
、
利
用
者
に
対
し
引
き
続
き
十
分
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
金
融
業
務
を
維
持
し
、

国
民
に
身
近
な
郵
便
局
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
指
導
す
る
こ
と
。

四
、
法
令
等
遵
守
の
徹
底
、
内
部
管
理
態
勢
の
充
実
が
図
ら
れ
、
国
民
の
信
頼
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
よ
う
、
適
切
な
指
導
に
努
め
る

こ
と
。

五
、
職
員
の
労
働
条
件
及
び
処
遇
環
境
の
向
上
に
向
け
、
職
員
の
勤
労
意
欲
が
低
下
す
る
こ
と
な
く
、
良
好
な
労
使
関
係
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
、
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
メ
ル
パ
ル
ク
な
ど
の
廃
止
又
は
譲
渡
に
際
し
て
も
、
雇
用
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

六
、
郵
政
民
営
化
に
つ
い
て
は
、
国
民
生
活
に
無
用
な
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
民
営
化
の
進
捗
状
況
及
び
民
営
化
会
社
の
経

営
状
況
を
総
合
的
に
点
検
・
見
直
し
を
行
い
、
国
民
生
活
に
必
要
な
郵
政
事
業
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提
供
に
向
け
、
必
要
が
あ

れ
ば
経
営
形
態
の
在
り
方
を
含
め
、
総
合
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
激
変
緩
和
の
た
め
消
費
税
の
減
免
な
ど
税
制
に
つ
い
て

所
要
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


